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研究成果の概要 

柴田グループは、従来必要とされていた金属触媒を使用することなく、有機フッ化物からフッ素を

切断して、ベンジル部位およびアミン類とのクロスカップリング反応の開発に成功した。室温条件下

で有機フッ化物の炭素－フッ素結合を選択的に変換することが可能な環境調和型の反応である。

また、代替フロン（HFC）の HFC-23 と HFC-125 を用いて、スルフィニルイミンに対する、フロー式

立体選択的ペルフルオロアルキル化を見出した。本手法は、破棄する HFC を、医薬・農薬品の開

発に有用な光学活性な α-フルオロアルキルアミン類に連続的に変換することが出来る。 

網井グループは、有用フッ素化合物の合成を目的に、CF3アニオン種ストレージ化合物による触媒

的芳香族トリフルオロメチル化反応を研究した。共生成物の再利用プロセスにおいて、第三級アミ

ンを添加することにより、収率が 90%以上に向上した。また、フッ素系長鎖カルボン酸の部分変換・

部分分解法の開発を行い、ペルフルオロオクタン酸類に対しナトリウムナフタレニドを作用させると、

炭素粉末が良好な収率で得られた。 

堀グループでは、ポリフッ化ビニリデン（PVDF）、VDF-ヘキサフルオロポリプロピレン共重合体

[Poly(VDF-co-HFP)]、およびエチレン・テトラフルオロエチレン共重合体（ETFE）を、アルカリ試薬

を添加して 250 ℃という比較的低温の亜臨界水で反応させると、脱フッ素化して水中にフッ化物イ

オンとして完全に溶出することを見出した。得られたフッ化物イオンとカルシウム源を反応させて純

粋な人工蛍石を合成することに成功した。 

前川グループは、フッ素系高分子の高効率分解・フッ素化合物の高収量化を目的とし、空気中室

温で電子線を 10MGy照射した PTFEを加熱した時、未照射の場合（約 520℃）よりも大幅に低い、

約 160℃から顕著な熱分解が起こり、それに伴って二酸化炭素／フッ素酸化物／フッ素化合物

（含有率：77%）が発生することを明らかにした。 
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